
中学校数学 ３年生① 

 

 

 

 

１ 「５章の問題」（教科書 168～169ページ）に取り組み、答え合わせをしましょう。 

 

  【答え】は P.28６ 

２ 芽衣さんは、教科書１５５ページの２の問題で、 四角形ＰＱＲＳが平行四辺形になることを教科書の手

順に従って、下のように証明しました。（図１） 

  【四角形ＰＱＲＳが平行四辺形になることの証明】 

    対角線ＢＤをひく。 
    △ＡＢＤにおいて、 ＡＰ＝ＰＢ、ＡＳ＝ＳＤ だから、  

        ＰＳ∥ＢＤ    ・・・①    ＰＳ＝
１

２
ＢＤ  ・・・② 

    △ＣＢＤにおいて、 ＢＱ＝ＱＣ、ＤＲ＝ＲＣ だから、  

        ＱＲ∥ＢＤ    ・・・③    ＱＲ＝
１

２
ＢＤ  ・・・④ 

    ①、③より ＰＳ∥ＱＲ ・・・⑤    ②、➃より ＰＳ＝ＱＲ・・・⑥ 

    ⑤、⑥より １組の対辺が平行で長さが等しいので、四角形ＰＱＲＳは平行四辺形である。 

 （１）この証明において、ＰＳとＢＤ、ＱＲとＢＤの関係は、どのような図形の性質を根拠にす

ると明らかにできますか。下のアからエまでの中から正しいものを１つ選びましょう。 

   ア 三角形の２つの辺の中点を結ぶ線分は、残りの辺に平行であり、長さはその半分である。 

   イ ３つ以上の平行線に、１つの直線がどのように交わっても、その直線は平行線によって一定の

比に分けられる。 

   ウ 平行四辺形の２つの対角線はそれぞれの中点で交わる。 

   エ 平行線の同位角は等しい。 

 （２）芽衣さんは、右の図２のように、点ＣをＢＤに対して点Ａと同じ側で、もと

の四角形の外にとりました。このとき、四角形ＰＱＲＳはどんな四角形に

なるでしょうか。 

 （３）教科書１５５ページの２の問題で、もとの四角形ＡＢＣＤを長方形に変

えたとき、長方形ＡＢＣＤからできる四角形ＰＱＲＳがどんな四角形にな

るかを考えます。このとき、四角形ＰＱＲＳは平行四辺形の特別な形にな

ります。長方形ＡＢＣＤにおいて、Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｓがそれぞれ線分ＡＢ、ＢＣ、Ｃ

Ｄ、ＤＡの中点ならば、四角形ＰＱＲＳはどんな四角形になりますか。 

     「～ならば・・・になる。」という形で書きましょう。 

 

 

 解答   １  略  ２⑴ ア  ⑵ 平行四辺形   ⑶  長方形ＡＢＣＤにおいて、Ｐ、Ｑ、Ｒ、Ｓがそれぞれ線分ＡＢ、ＢＣ、Ｃ

Ｄ、ＤＡの中点ならば、四角形ＰＱＲＳはひし形になる。 

＜単元＞ ５章 相似と比 （教科書３年p.１３３～p.1７３） 

＜課題＞ 条件を変えて、発展的に考えてみよう。 
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